
平成25年10月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成24年11月1日～平成25年4月30日）

平成25年10月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年11月1日～平成25年10月31日）

平成25年10月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年11月1日～平成25年10月31日）

修正の理由
（1）第2四半期累計期間 連結業績予想の修正の理由
第2四半期累計期間における売上高は、米国現地法人におけるクルミ事業や中国現地法人での欧米向け輸出が堅調に推
移したことから増収になる見込みです。
利益面は、日本国内の食品原料事業が、輸入食材の買付価格の高騰や円安に伴う輸入コストの上昇等から粗利益が減
少しましたが、海外現地法人での収益採算の良化に加え、為替変動に伴う外貨建金銭債権債務の評価換算差益の計上
等から、営業利益、経常利益及び四半期純利益が平成24年12月17日に発表した前回予想をそれぞれ上回る見込みです。
（2）通期 連結業績予想の修正の理由
連結の業績予想の修正につきましては、米国および中国での海外事業が引き続き堅調に推移しており、売上高は増収に
なる見込みですが、日本国内の食品原料事業は、引き続き外為市場が円安基調にあることから、第2四半期累計期間（上
半期）を上回る輸入コストの上昇が見込まれ、第3～4四半期（下半期）の業績予想は、前期実績を下回る見通しです。
このことから、利益面での通期業績予想は、期初予想の営業利益は据え置き、経常利益及び四半期純利益をそれぞれ修
正するものです。
（3）通期 個別業績予想の修正の理由
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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、平成24年12月17日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。

記

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 43,500 1,800 1,900 1,200 61.69
今回修正予想(B) 45,200 2,130 2,470 1,680 86.37
増減額(B-A) 1,700 330 570 480
増減率(%) 3.9 18.3 30.0 40.0
（ご参考）前期第2四半期実績
（平成24年10月期第2四半期）

42,714 1,828 1,980 1,218 62.67

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 83,000 2,750 2,850 1,750 89.97
今回修正予想(B) 86,000 2,750 2,950 1,900 97.68
増減額(B-A) 3,000 0 100 150
増減率(%) 3.6 0.0 3.5 8.6
（ご参考）前期実績
（平成24年10月期）

81,334 2,619 2,796 1,714 88.16

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 68,500 1,500 850 43.70
今回修正予想(B) 71,000 1,200 750 38.56
増減額(B-A) 2,500 △300 △100
増減率(%) 3.6 △20.0 △11.8
（ご参考）前期実績
（平成24年10月期）

67,142 1,508 792 40.76



個別の業績予想の修正につきましては、乾果実やナッツ・シード類の需要が堅調であることから売上高は伸長する見込み
ですが、海外の商品相場の高騰や、現行水準での為替推移が予想される中、輸入コストの大幅上昇が見込まれ、営業利
益は前期実績を下回る見通しです。
このことから、利益面での通期業績予想は、経常利益および当期純利益をそれぞれ修正するものです。

（注）上記の連結業績予想及び個別業績予想は、現時点における入手可能な情報にもとづいており、実際の業績は、様々
な要因により予想値とことなる可能性があります。

以 上


